
10日以内に、

新型インフルエンザ患者と濃厚接触歴を有する者

新型インフルエンザがまん延している国に滞在した者（＊２）

38℃以上の発熱または急性呼吸器症状（＊１）を認める

インフルエンザ迅速診断キット

臨床的に新型インフルエンザ

感染が強く疑われる状態 （＊３）

感染の疑い

医療機関における新型インフルエンザ診断の流れ医療機関における新型インフルエンザ診断の流れ

一般の診療を継続

○ 最寄りの保健所に連絡。

○ 確定診断のため検体を最寄りの保健所に渡す。

○ 自院が感染症指定医療機関である場合には入院受入

の準備を行う。

○ 感染症指定医療機関でない場合には、患者情報を集約し、

保健所と相談の上、指定医療機関への受診を勧める。

○ 原則として、かかりつけ医を受診するよう

に指示する。（受診に当たっては、事前に電
話相談した上で受診するよう指導。）

このフローチャートは診断を補助するための簡易版です。正確な診断のためには、必ず厚生労働省が示す新型イ
ンフルエンザ症例定義を参照してださい。また、症例定義は随時更新されることから、最新のものを入手するように
してください。

＊１： 「急性呼吸器症状」とは、少なくとも以下の（ア）～（エ）のうち少なくとも以下の２つ以上の症状を呈した場合をいう。

（ア） 鼻汁もしくは鼻閉 （イ） 咽頭痛 （ウ） 咳 （エ） 発熱または、熱感や悪寒

＊２： 国立感染症研究所等の情報を参考に、症例定義における「新型インフルエンザが蔓延している国又は地域」を以
下のとおり定める。 メキシコ アメリカ（本土） カナダ （5月5日14:00 最終更新）

※今後の状況に応じて、更新されるので、要確認。
URL: http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku‐kansenshou04/index.html

＊３： 「臨床的に新型インフルエンザ感染が強く疑われる状態」とは、患者の疫学的背景や臨床経過、症状等を勘案し、

医師の判断によるものとする。

なお、「感染疑い」とするには、他の疾患を除外する等、十分に慎重な判断が必要。

＋ （かつ）

A型（＋）
かつ

B型（ー）

A型（ー） B型（＋）

はい
いいえ

【発熱外来を設置する医療機関】 【発熱外来を設置しない医療機関】

○ 患者に対し、保健所等
の設置する発熱相談セン
ターに相談し、発熱外来
を設置する医療機関を受
診するように指示する。

○ 受診にあたっては他の
患者に感染することのな
いよう、マスクを着用する
等の指導を行う。

別紙１

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html


別紙２ 

症例定義についての Q&A（医療従事者用） 
 

問 「新型インフルエンザに関わる症例定義及び届出様式の改定について」を

うけて、なにがかわったのですか？ 
 
疑似症患者を診察した後、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関

する法律」（以下法という）に基づく届出のタイミングが変更になりました。 
 
ただし、疑似症患者の症例定義（診断基準）に変更はございませんので、医

療機関におかれましては、従来通り、疑似症患者を診察した際は、直ちに保健

所にご連絡ください。 
 
※ 法に基づく届出がさらに必要となるかどうかについては、保健所とのご相

談の上、疫学的条件等を勘案し決まることとなります。 
※ 従来、疑似症患者を診察した医師には、直ちに法に基づく届出をお願いし

ておりましたが、本通知以降、保健所に相談していただいた上、届出の提

出をお願いすることになりました。 
 
 
問 医師は、いつどのように保健所に相談すればよいですか？ 
 
・ 症例定義をみたす疑似症患者を診察した場合、直ちに最寄りの保健所にご連

絡ください。 
・ 保健所と相談する際には、届出様式にある項目をご参考ください。 
 
 
問 保健所に相談した後、疑似症患者に対してどのように指導すればよいです

か？ 
 
・ 新型インフルエンザ疑いの患者（疑似症患者）であることに変わりはござい

ませんので、診断が確定するまで、今までと同様、入院していただいた上、

院内感染対策に配慮した上でご加療をお願いいたします。 



 
問 なぜ症例定義を変更したのですか 
 
以下の 2 つの理由によります。 
 
１． 各検疫所・地方衛生研究所において検査体制が整備されたこと 
  5 月９日現在において、国立感染症研究所をはじめ各検疫所・地方衛生研究

所において、約半日程度で新型インフルエンザと確定診断できる体制が整

備されました。比較的早期に確定診断できるようになったことから、法に

基づく届出のタイミングを変更いたしました。 
 
 
２． 新型インフルエンザについての情報の充実   

4 月 28 日に WHO によりフェーズ 4 宣言がされて以来、WHO・CDC・国

立感染症研究所等において、今回の新型インフルエンザについて詳細な情

報が提供されるようになり、疫学的な観点から、新型インフルエンザ感染

のより詳細なリスク評価ができるようになりました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

     

別紙３ 

「新型インフルエンザが蔓延している国又は地域」について 

（５月５日 12 時：最終更新） 

 

・国立感染症研究所の情報を参考に、症例定義における「新型インフルエ

ンザが蔓延している国又は地域」を以下のとおり定めます。 

 

（新型インフルエンザが蔓延している国又は地域） 

 

メキシコ 

アメリカ（本土） 

カナダ 

 

※ 今 後 は 、 状 況 に 応 じ て 、 厚 生 労 働 省 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.mhlw.go.jp/）にて、周知していきますので、ご確認く

ださい。 

            

 

http://www.mhlw.go.jp/
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